
策定日：

事業・サービス名：

施設・事業所名：

自己評価項目
評価
結果

問題点・課題 改善内容と目標 時期と期間 責 任 者
備　　考

(必要な予算等)

事業所の設備等につい
て、バリアフリー化の配
慮が適切になされてい
るか

△
活動室に物を置いたりしている
ので車いす利用の子などに
とっては狭く感じられる。

活動室を常に整頓し、スムー
ズな移動ができるようにしてい
く。後片付けを心掛ける。

令和５年度
児発管
職員

職員の資質の向上を行
うために、研修の機会
を確保しているか

△
研修参加の斡旋が不十分で
あった。情報の発信ができてい
なかった。

情報の共有に努め、研修への
参加を促していく。

令和５年度 児発管

子どもの適応行動の状
況を図るために標準化
されたアセスメントツー
ルを使用しているか

×
アセスメントツールがどういうも
のかわからない。どのようにす
ればいいのか知らない。

発達段階に合わせた活動を提
供し成長を促す。アセスメント
ツールについて勉強していく。

令和５年度
児発管
職員

支援終了後には、職員
間で必ず打合せをし、
その日行われた支援の
振り返りを行い､気付い
た点等を共有している

△
業務後に職員が集まって振り
返る時間を設けることができな
かった。

報告する習慣、話し合う環境を
作っていく。

令和５年度
児発管
職員

ガイドラインの総則の基
本活動を複数組み合わ
せて支援を行っている
か

△
コロナ感染予防を考えると調
理実習などはできなかった。

外遊びや、創作・音楽、調理な
どを通して子どもの心身の発
育を促していく。

令和５年度
児発管
職員

就学前に利用していた
保育所や幼稚園、認定
こども園、児童発達支
援事業所等との間で情
報共有と相互理解に努
めているか

×
園によっては、情報を出し渋る
ことがある。情報の引継ぎがで
きていない。会議などもない。

子どもの情報や特性を共有で
きるように、働きかけていく。

令和５年度
児発管

子どもや保護者からの
苦情について、対応の
体制を整備するととも
に、子どもや保護者に
周知し、苦情があった
場合に迅速かつ適切に
対応しているか

△
苦情対応の仕方を学ぶ機会が
ない。

苦情の対し、真摯に対応する
ことが必要。

令和５年度
児発管
職員
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アセスメントツールについて学習の機会を設けていく。

障害福祉サービス共通評価基準　概評

放課後等デイサービス

あおぞら

職員数を確保しつつ質の高い支援を心掛ける。

保護者の意向を踏まえつつサービスを提供できるようにしていく。

職員が話し合える環境を作っていく。

課題の共有に努め、チームで課題解決に取り組むようにする。

地域との関りを深めるため積極的に外に出るようにする。

支援センターや他事業所と連携を密にしていく。

職員の資質向上の為、研修の機会を設けていく。

（ 概評　- 1 - ）


